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一般財団法人　日本建築総合試験所　　

試験体図作成時に、以下の内容をチェックして下さい。受付から申請までの手続きをスムーズに進めるため、ご協力をお願いします。

当所でのチェックは3回に分かれます。その都度修正をご依頼させて頂くことがありますので、予めご了承下さい。
（受付時、評価委員会審議前、国交省申請前）

メモ欄

立面図、断面図を図示して下さい。

断面図の向き（切断箇所を示す矢印の向き）を正しく記載して下さい。
（見下げ図として下さい。）

申請者様
チェック
欄

ＧＢＲＣ
チェックの
タイミング

その他

加熱温度測定位置、軸方向収縮量測定位置を記入して下さい。
（加熱温度測定位置は別紙2をご参照下さい。）

鋼材・内部温度を測定する場合、測定位置が図示された参考図を試験体図とは別に作成して下さ
い。
（鋼材温度判定の場合は、試験体図中に測定位置を記載し、別図は不要です。）

寸法はすべて限定して下さい。
（以上以下など範囲表記となっていないか再度ご確認下さい。）

チェック項目

参考として、柱上部の試験体一体型炉蓋図を別紙3に示します。（詳細な図示は不要です。）

柱の試験体図面作成チェックリスト(申請者様用)

凡例を記入して下さい。

試験体の使用材料は全て図示して下さい。全　体

項目名（材料名）および項目番号は評価図書と整合させて下さい。

A4で出力したときに適切な文字サイズにしてください。

試験体の各寸法を記載して下さい。
（試験炉の制約上試験体の施工範囲に上限があります。詳しくは別紙1をご参照下さい。）

立面図
・

断面図

図
面

必要に応じて詳細図等を追加して下さい。
（断面、目地、金物詳細図、面材割付図など）


